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【発表概要】 
アナログフィルムで記録された動的映像（以下、映像）は時に内容の冗⻑性から、資料化がメ

ディア単位にとどまり内容まで踏み込むことが難しい。そこで物理的にフィルムに残された映像
の最⼩単位：ショットを部分映像へのアクセス経路として確保し、複数のショットを意味的単
位：シーンとして措定することで、冗⻑な記録映像を資料化する試み（ショット単位分析、仮
称）を⾏ってきた。シーンを措定する過程では、映像が写真など他種資料を引き寄せ、分析・検
証する他分野研究者の間での闊達な議論を促される。また最近になって、この分析が参加した研
究者⾃⾝の研究に還元されていく⼩さな例も⾒られるようになってきた。本発表は映像資料化の
⽅法論を簡単に説明した上で、シーン措定の途上での資料と研究者との間に起きた事例をいくつ
か紹介し、アーカイブ構築過程（アーカイヴィング）そのものの意義について考える。 

 
 

1. はじめに 
取り上げる 2つの動的映像(以下、映像)は、

撮影場所も撮影時代も異なるアナログフィル
ム映像である。 
⼀つは松本信弘、梅棹忠夫に次いで当時は

まだ学術的に未開の地であった北部タイに分
け⼊った⼈類学者・⽩⿃芳郎率いる学術調査
団の調査⾏程記録した 8mm フィルム映像で
ある。この記録はフィルム本数で 129 本。記
録時間はおよそ 7 時間強。カラー映像である
（以下、⽩⿃資料）。 
もう⼀つは愛媛出⾝の商⼈で、戦前フィリ

ピンに渡り⼤百貨店を展開した⼤阪バザール
の当時の社⻑・松井清衛が主に記録した
16mm フィルム映像である。この映像はいわ
ゆるホームムービーとは⼀線を画していて、
松井清衛が企業⼈として制作しようとしてい
たプロモーション映像と思われるものやフィ
リピン各所にあった⽀店、⼯場の記録も収め
られている。フィルム本数は 51本。記録時間
はおよそ 4 時間弱。モノクロ映像である（以
下、松井家資料）。 

⽩⿃資料は、⽩⿃がドイツの⼈類学会で紹
介し反響があったという噂があるが、現在ま
でその詳細は不明である。また⽇本・タイ修
好 130 周年を記念して⽩⿃の個⼈所蔵品を基
に設⽴された横浜ユーラシア⽂化館で開かれ
た特別展[1]では⼀部の映像が流されている。
ただ、それ以外に⽬⽴った映写記録もなく、
その後研究者による⾔及もされてこなかった。
とはいうものの、この記録以外の、とりわけ
写真や実体資料は収蔵されている南⼭⼤学⼈
類学博物館では、農具など実体資料が常設展
⽰され、写真資料の調査も断続的ではあるも
のの⾏われてきた。 
松井家資料は戦前フィリピンの⽇本⼈実業

家によって記録されたものとしては最古の映
像記録とされ、発⾒者でもある直系⼦孫の尽
⼒もあり、発⾒時から当該地域研究者の間で
は注⽬されてきた。⼤学での映写会[1]を⽪切
りに、ドキュメンタリーテレビ番組[2][3]でも
挿⼊という形で活⽤されている。 
⼆つのアナログフィルムはデジタル化を経

たものの、数多の調査記録ないし個⼈記録映
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像がそうであるほうに、映写以外にはこれま
で活⽤⽅法が⾒いだされてこなかった。映写
以外の⽅法で映像を学術資料として利⽤する
にはどうすればよいのか。そもそも学術資料
としての映像の価値はどこにあるのか。これ
が問題の所在である。 

 
2. ⽅法の概要 
現在、映像は共有インフラが普及し、制作

も急速に⾼度化・簡便化がすすんでいる。例
えば映像⼈類学はこの恩恵を⼤いに受けてい
るし、川瀬[4]や丹⽻[5]は⾝体パフォーマンス
を通じて映像を資料として活⽤する新たな試
みも⾏なっている。ここで取り上げる⽅法は
これらと並⾏して、ただし別の観点から映像、
なかでも未編集映像の資料価値の採掘を⽬指
してきた。 
未編集映像は内容が冗⻑なため、視聴はお

ろか学術資料として⻑年活⽤の途が⾒出され
てこなかった。⼀⽅、未編集映像には⽂字通
り編集を経ないことで、映画や映像ドキュメ
ンタリーにはない、時系列がメディア内に保
持されているという特⻑がある。この特⻑に
利⽤し、冗⻑性に部分映像へのアクセスポイ
ントを設定することで、検索利⽤ができない
かとまず考えた。 
このとき、アクセスポイントとして採⽤し

たのは李[6]の研究からショットとした。ショ
ットは撮影の開始・終了位置としてフィルム
に残る物理的痕跡である。とはいえ、映像の
ショット数は 1000以上と⾮常に多寡になるた
め、次にショットをいくつかのまとまり（シ
ーン）を措定することにした。この措定作業
は、検証を必要とする解釈作業となる。⽩⿃
資料ではフィールドノートや撮影当事者への
インタビューを通じてこの検証を⾏おうとし
たが、時に情報が⼗分であったため、⽂献や
博物館の収蔵写真をインフォーマントととも
に調査することとなった。結果、映像検証が
翻って、博物館の未整理写真の再整理を促す
ことになり、映像の資料化が⼀時的であれ未
整理写真の再整理に切り替わる事態が⽣じた。
また、撮影者へのインタビューでは、映像が
当時の様々な記憶を想起させ、それが私蔵の

新たな資料の発掘にも寄与することにもなっ
た。 
この、映像をショットに分けシーンを措定

することで映像を資料化しようとする試み
（以下、ショット単位分析）は当初から、映
像「を」資料化する⽬論⾒があった。映像を
索引やカタログのように検索するイメージで
ある。しかし、分析を進めるうち、この資料
化⽅法は、映像「が」トリガーとなって資料
検証の場を形成する効果も認められ始めた。 
もしショット単位分析が、映像に資料検証

の場の⽣成させるポテンシャルがあるとすれ
ば、それは編集映像にも適⽤可能と考えられ
る。そこで 2021年から⼀部編集映像を含む松
井家資料にもショット単位分析を試みている。
分析参加者は⾃由に途中で映像を⽌め、情報
があれば、写真や⽂献、リンクなど検証の証
拠となる素材をリアルタイムに⽰しながら場
所や時代の特定を⾏う。その場で提案の検証
が⾏われて、時に別の参加者から新たな資料
が⽰されることもある。この試み当初想定し
ていた通り、研究者それぞれの専⾨的関⼼を
刺激する「契機」となった。この点について
は次節で報告する。 
翻れば映像を中⼼に⼈が集い、そこでの交

流から話題が展開する事象は、これまでの映
写会でも⾒られてきたことで、特段珍しいこ
とではない。ただ、その場での発⾔に証拠を
持ち寄って裏付けをする点がショット単位分
析の特⻑で、裏付け・検証作業は、数分のフ
ィルムに時に数時間・複数回にわたって必要
になる場合もある。 
 
3. 事例 
以下、ショット単位分析が発端となった⼩

さな研究成果ならび、映像分析に収まらなか
った議論や展開の⼩さな事例を紹介する。 
3. 1 成果：歴史研究の端緒として 
まずは松井家資料からの⼩さな研究成果例

である。ショット単位分析では、シーン確定
をしようとした時点で、ショット同⼠の「つ
なぎ」の不⾃然さに気づきやすくなる効果が
ある。 
フィリピン史研究者を中⼼に、映画研究者、
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⾳楽⼈類学研究者が参加したセッションで、
あるフィルムに a.⼥性が杵をつかって何かを
砕いているショットから、b.いくつかの商店
内のショットが続き、c.突然豚が餌を⾷べる
ショットへと続く場⾯があった。 
商店内を記録したいくつかのショット、豚

が餌を⾷べるいくつかのショットはすぐさま
意味の塊=シーンは確定できたが、この⼀連
のシーンの連続性は不明のまま分析は保留さ
れた。その後、この場⾯に関⼼を抱いていた
メンバーの⼀⼈が、独⾃に⽂献調査を進め、
その後砕いていたのがバナナの⽪で、当時の
フィリピンではバナナの⽪を家畜の餌として
利⽤していたことを突き⽌めた。これにより
杵つきのシーンと養豚の⾷事シーンに連続性
が判明するとともに、後⽇このメンバーの論
考にも当該ショットが活⽤された。 
3. 2 成果：写真から映像分析への還元 
これは⽩⿃資料からの例である。⽩⿃資料

には南⼭⼤学⼈類学博物館に 1 万枚以上の関
連写真が収められている。この写真には映像
と紐づくものもあるが、そうではない写真も
多い。 
映像とは直接記録されていないながらも、

収蔵写真の⼀枚に地⾯に置かれた円形のリン
グがあった。当初これは農具ではないかとい
う情報が当地を知る開発援助の研究者から寄
せられた。しかし、しばらくして撮影者の⾃
宅から発⾒された新たな資料の中に問題の道
具が写った写真が発⾒された。それは祈祷師
が祈祷をしている様⼦を記録したものだった。
改めて映像を確認すると、村⺠の家屋の祭壇
らしき場所に同じ祈祷具はかけられていた。 
この例は、映像分析を契機として再整理さ

れようした⼀枚の写真から別の写真が採掘さ
れ、映像分析へと再還元された例である。 
3. 3 学際研究の萌芽：地誌情報と地勢事情 
これも⽩⿃記録からの例である。 
本分析では地誌情報を OpenStreetMap な

どにマッピングさせているが、タイ北部の⺠
族は住居の移動も厭わない。調査団が調査⾏
程を決定するのに地図の⼊⼿は必須のはずだ
が、その⼊⼿経路に関する記述がこの調査団

記録には存在しなかった。調べたところ、当
時、地図は⽇本ではもちろん、タイ軍と実質
的に委託統治を受けていた旧・中国国⺠党残
党軍の将軍から直接⽩⿃は調査直前に地図を
⼊⼿していたとのことだった。地図と当該地
との関係は、この調査団では現地ガイドとの
密な⼈間関係の⽅がより重視されていたかも
しれない。実際、当地で外国調査団のガイド
をしていた著名な村⻑は例えばイギリスの調
査団資料にも頻繁に登場し、⽩⿃調査団は海
外でも⾼く評価されていたことが徐々に解明
されつつある。 
この事例は映像分析を通じて当時の特殊な

政治・地勢学的な事情について再確認するこ
ととなった。 
3. 4 学際研究の萌芽：建築史からの関⼼ 
この分析法では時に想定していなかった⽅

⾯からの関⼼をも引き寄せることがある。 
本年 7 ⽉マニラで⾏われた東南アジア研究

の国際学会 SEASIA[7]では、松井家資料のシ
ョット単位分析から⽣まれた成果をラウンド
テーブル形式で参加者とともに検討した。議
論は当時の⽇系⼈の経済活動に集中したが、
松井家資料は⽩⿃資料と異なり現在も残る建
造物が多く、セッション後現在も急激に変化
しているマニラの都市景観の側⾯からこの分
析法を使った共同研究を SEASIA ホストのフ
ィリピン国⽴⼤学建築学科から提案された。 
3. 5 学際研究の萌芽：企業社史室間の連携 
最後に、この分析法が企業の社史室を結び

つける可能性を紹介する。 
分野をまたぐもののわずか数名ではじめら

れた松井家資料には、製品 CM のパイロット
版と思われる部分映像が含まれている。そこ
で本年 3 ⽉この CM で紹介されている商品で
現在も経営が続いている企業の社史室を招い
たディスカッションを⾏った。これは⼤阪バ
ザール記録を、当時の⼀企業として考察する
⽬的で⾏われたものだったが、セッションで
は当時の企業⽂化（ライバル企業との企業連
合で海外企業と競う気⾵）や、当時の世界経
営戦略のなかでのフィリピンの位置づけなど、
雑多ながらも興味深い報告がなされ、複数の
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社史室を結び共同研究ができないかなど、新
たな構想ももちあがった。 
これは映像分析の成果をすでに超えた動き

ではあるが、映像分析が研究のトリガー（契
機）となり、広義の学際研究を誘発した例と
して挙げることも可能と考える。 
 
4. おわりに 
雑多ではあるものの、ショット単位分析に

端を発するいくつかの現象について述べてき
た。 
歴史社会学者・佐藤健⼆[8]によると、デー

タベースには「容量の⼤きい蓄積の価値づけ」
の意義がある⼀⽅、「問いの⽣産」の意義もあ
り、「経験を引⽤する索引の構築過程こそが、
分類わけであると同時に関係づけの実践」で
あるという。ここでのデータベースはデジタ
ルアーカイブと換⾔してもよいだろう。 
ショット単位分析はそもそも成果公開を最

終的なゴールとせず、映像分析のための時限
的ないし限定的なものとなっても共同編纂プ
ラットフォームの構築を通じて参加する研究
者⾃⾝の研究領域に成果を還元することを標
榜してきた。デジタルアーカイブ構築過程、
アーカイヴィングには時に知的問いかけを産
みことがある。参加した研究者が各々の関⼼
事に沿ってこの新たなに⽣まれた問いかけに
挑み答えることが、容易な複写性と情報を⾃
由に可変できるデジタルアーカイブの少なく

とも⼀つの意義かもしれないという仮説を著
者はもつ。この仮説の検証はこのショット単
位映像分析を通じて、いましばらく実践して
いくつもりである。 
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